
１６４
イカユフ ikayuh
イカヨプ ikayop
儀式用矢筒
木、彫刻による文様
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

165
シポホ sipoh
宝物箱
木、彫刻による文様
樺太にて児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１６６
オトコホペ otokohpe
キセリオプ kiseriop
煙草入れ
木、彫刻による文様、象嵌
平取にて収集
苫小牧市博物館蔵

１６７
クツクルケシ kutkurkesi
帯留
木、彫刻による文様、彩色
東京国立博物館蔵

１６８
シカリニーソシ sikariniisos
木皿
木、彫刻による文様、裏に刻印あり
樺太アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１６９
シカリニーソシ sikariniisos
木皿
木、彫刻による文様
樺太の知志にて収集
国立民族学博物館蔵

１７０
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
刺繍による文様
北見にて収集
市立函館博物館蔵

１７１
チカラカラペ cikarkarpe
チニンニヌプ cininninup
木綿衣
置布と刺繍による文様
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後に北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

１７２
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、漆塗り
天理大学附属天理参考館蔵

１７３
アツトウシ attus
アハルシ ahrus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１７４
チカラカラペ cikarkarpe
チニンニヌプ cininninup
木綿衣
置布と刺繍による文様
静岡市立芹沢�介美術館蔵

１７５
チンチリ cinciri
チキリイミ cikiriimi

木綿衣
刺繍による文様
青森県立郷土館蔵

１７６
クツ kut
帯
布、刺繍による文様
千島アイヌが使用
１８９９（明治３２）年に色丹島にて鳥居龍蔵
が収集
国立民族学博物館蔵

１７７
クツ kut
帯
布、刺繍による文様
千島アイヌが使用
１８９９（明治３２）年に色丹島にて鳥居龍蔵
が収集
国立民族学博物館蔵

１７８
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
天理大学附属天理参考館蔵

第Ⅳ章 ひろがる
―咲きひらく花のように
１７９
チンチリ cinciri
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
刺繍による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

１８０
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
北海道アイヌ（白老）が使用
児玉作左衛門が収集
児玉マリ氏蔵 市立函館博物館寄託

１８１
イヨイミ iyoimi
木綿衣
置布と刺繍による文様
１８７２（明治５）年に石狩アイヌの志村弥
十郎が上京時に着用
１８７５（明治８）年７月に博覧会事務局引
継ぎ
東京国立博物館蔵

１８２
ルウンペ ruunpe
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
置布と刺繍による文様
土佐林義雄が収集
早稲田大学會津八一記念博物館蔵

１８３
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布と刺繍による文様
１９００年代前半に北海道噴火湾（長万部）
地域にて小倉範三郎が収集
北海道開拓記念館蔵

１８４
ルウンペ ruunpe
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
土佐林義雄が収集
早稲田大学會津八一記念博物館蔵

１８５
アツトウシ attus
アハルシ ahrus
樹皮衣

置布と刺繍による文様
北海道神宮におさめられる
北海道開拓記念館蔵

１８６
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
１９４２（昭和１７）年までにニール・ゴード
ン・マンローが収集
北海道開拓記念館蔵

１８７
チンチリ cinciri
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
置布と刺繍による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

１８８
ルウンペ ruunpe
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
置布と刺繍による文様
財団法人日本民藝館蔵

１８９
アハルシ ahrus
樹皮衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
樺太にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１９０
アツトウシ attus
アハルシ ahrus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
財団法人日本民藝館蔵

１９１
テタラペ tetarape
カーアハルシ kaaahrus
草皮衣
置布と刺繍による文様
樺太アイヌが使用
児玉作左衛門が収集
児玉マリ氏蔵 市立函館博物館寄託

１９２
テタラペ tetarape
カーアハルシ kaaahrus
草皮衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
１９２５（大正１４）年頃に樺太にて鎌田徳太
郎が収集
稽古館旧蔵
青森市教育委員会蔵

１９３
アツトウシ attus
アハルシ ahrus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
静岡市立芹沢�介美術館蔵

１９４
チンチリ cinciri
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
アプリケと刺繍による文様
１９２７（昭和２）年に徳川頼貞が寄贈
東京国立博物館蔵

１９５
ホシ hos
脚絆
綿布、樹皮布、置布と刺繍による文様
静岡市立芹沢�介美術館蔵

１９６
ホシ hos
脚絆
布、刺繍による文様
児玉作左衛門が収集
児玉マリ氏蔵 市立函館博物館寄託

１９７
ホシ hos
脚絆
綿布、刺繍による文様
利尻島モトドマリにて西谷キクが収集
旭川市博物館蔵

１９８
ホシ hos
脚絆
布、刺繍による文様
土佐林義雄が収集
早稲田大学會津八一記念博物館蔵

１９９
マタンプシ matanpusi
鉢巻
別珍、刺繍による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２００
マタンプシ matanpusi
鉢巻
布、刺繍による文様
１９００年代前半に北海道噴火湾（長万部）
地域にて小倉範三郎が収集
北海道開拓記念館蔵

２０１
カハコモ kahkomo
煙草入れ
布、刺繍による文様
１９０７（明治４０）年に樺太西海岸とぶじに
て坪井正五郎が収集
国立民族学博物館蔵

２０２
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
刺繍による文様（房部）
稽古館旧蔵
青森市教育委員会蔵

２０３
チタラペ citarpe
キナ kina
ニカプンペ nikapunpe
文様入りゴザ
編みによる文様
北海道アイヌが使用
旭川市博物館蔵

２０４
チタラペ citarpe
キナ kina
ニカプンペ nikapunpe
文様入りゴザ
編みによる文様
北海道アイヌが使用
１９４４（昭和１９）年に河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２０５
チタラペ citarpe
キナ kina
ニカプンペ nikapunpe
文様入りゴザ
編みによる文様
北海道アイヌが使用
旭川市博物館蔵

２０６
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２０７
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２０８
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２０９
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
稽古館旧蔵
青森市教育委員会蔵

２１０
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様、表面周囲に赤漆
塗り
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後に北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

２１１
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後に北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

２１２
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
１９１８（大正７）年に日高のイモンパウク
が制作か
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後に北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

２１３
イカヨプ ikayop
儀式用矢筒
木、彫刻による文様、彩色
北海道白老にて馬場脩が収集
市立函館博物館蔵
重要有形民俗文化財

２１４
カマカプ kamakap
上下糸分離器
木、彫刻による文様
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後に北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

第Ⅴ章 ひびきあう
―はなやぐ北の春のように
２１５
ルウンペ ruunpe
木綿衣

置布、アプリケ、刺繍による文様
八雲のアイヌの男性椎久年蔵が所有し
たもの
市立函館博物館蔵

２１６
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
八雲のアイヌの男性、椎久年蔵が所有
したもの
市立函館博物館蔵

２１７
ルウンペ ruunpe
チカラカラぺ cikarkarpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
天理大学附属天理参考館蔵

２１８
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布と刺繍による文様
虻田の首長明石和歌助（イカシワッカ）
が所有したもの
銅駄坊旧蔵
東京国立博物館蔵

２１９
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
虻田の首長明石和歌助（イカシワッカ）
が所有したもの
銅駄坊旧蔵
東京国立博物館蔵

２２０
カパラミプ kaparamip
チカラカラぺ cikarkarpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
天理大学附属天理参考館蔵

２２１
カパラミプ kaparamip
チカラカラぺ cikarkarpe
木綿衣
アプリケ、刺繍による文様
天理大学附属天理参考館蔵

２２２
カパラミプ kaparamip
チカラカラぺ cikarkarpe
木綿衣
アプリケと刺繍による文様
静岡市立芹沢�介美術館蔵

２２３
カパラミプ kaparamip
チカラカラぺ cikarkarpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
静岡市立芹沢�介美術館蔵

２２４
カパラミプ kaparamip
チカラカラぺ cikarkarpe
木綿衣
アプリケと刺繍による文様
稽古館旧蔵
青森市教育委員会蔵

２２５
カパラミプ kaparamip
チカラカラぺ cikarkarpe
木綿衣

置布、アプリケ、刺繍による文様
財団法人日本民藝館蔵

２２６
テタラペ tetarape
カーアハルシ kaaahrus
草皮衣
アプリケと刺繍による文様
児玉作左衛門が収集
児玉マリ氏蔵 市立函館博物館寄託

２２７
チキリイミ cikiriimi
木綿衣
刺繍による文様
対雁（ついしかり）に移住した樺太アイ
ヌが制作
１８７６（明治９）年に対雁にて上野源兵衛
が収集
上野千春氏蔵

２２８
チキリイミ cikiriimi
木綿衣
刺繍による文様
児玉作左衛門が収集
児玉マリ氏蔵 市立函館博物館寄託

２２９
ヘトムイエヘ hetomuyeh
輪状帽
ビロード、ビーズ刺繍による文様
樺太のくめこまいにて鳥居龍蔵が収集
国立民族学博物館蔵

２３０
ヘトムイエヘ hetomuyeh
輪状帽
紺木綿、ビーズ刺繍による文様
樺太のタライカにて馬場脩が収集
市立函館博物館蔵
重要有形民俗文化財

２３１
ヘトムイエヘ hetomuyeh
輪状帽
紺木綿、コハク玉による文様
樺太のタランドマリにて馬場脩が収集
市立函館博物館蔵
重要有形民俗文化財

２３２
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
刺繍による文様（房部）
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

２３３
エムサハ emusah
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
刺繍による文様（房部）
樺太アイヌが使用
樺太にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２３４
オトコホペ otokohpe
煙草入れ
木、彫刻と象嵌による文様
１９３３（昭和８）年に樺太の東タライカに
て樺太アイヌの人より伊東信雄に譲渡
される
静岡市立芹沢�介美術館蔵

２３５
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、黒漆地に蒔絵、
朱彩
天理大学附属天理参考館蔵

２３６
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、漆塗り
北海道大学植物園・博物館蔵

２３７
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、黒漆塗り、朱彩
北海道大学植物園・博物館蔵

２３８
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、黒漆塗り、朱漆
塗り
北海道大学植物園・博物館蔵

２３９
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、黒と朱の彩色
北海道大学植物園・博物館蔵

２４０
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、漆塗り
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２４１
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様、漆塗り
静内ロコマップにて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２４２
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様、漆塗り
新冠にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２４３
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様、漆塗り
児玉作左衛門が収集
市立函館博物館蔵

下記の作品は途中で展示替えを行います。
前期（２００６年１２月１３日―２００７年１月８日）のみ展示
No．２９、No．４７、No．４９、No．５９、No．６０、No．７１、No．１２４、No．１８１、No．２１８
後期（２００７年１月１０日―２８日）のみ展示
No．２８、No．４６、No．５７、No．５８、No．６１、No．７０、No．１３０、No．１９４、No．２１９
前期と後期で画面を入れ替え No．２４、No．３０、No．３１
No．４８は都合により展示されておりません。

アイヌの人びとは、北海道を中心に、東北地方北部及びサハリン
（樺太）南部、千島列島に居住してきた民族です。近隣地域と活発な
交流を行いながら、口承文芸である「ユカラ」や宗教儀礼である「イ
オマンテ」（熊送り）をはじめとする、独特の文化を育んできまし
た。なかでも、衣装をはじめとする工芸品にほどこされる文様は、
きわだった特色を示しており、アイヌの人びとの造形文化を代表す
るものといえます。
本展は、アイヌの人びとの工芸品を造形的な視点からとらえ、北
海道の美術史の中に位置づけようとするものです。２０世紀までのア
イヌの人びとの工芸品にほどこされた文様に焦点を当てて、その造
形美をごらんいただきます。
第一章「アイヌ文様－アイヌモシリに咲いた華」では、遺跡の発
掘資料から明治初期まで、制作年代を推定できる資料を通して、ア

イヌ文様の歴史的流れをたどるとともに、アイヌ文様をはぐくんだ
重要なバックグラウンドとして、周辺民族の文様をあわせてごらん
いただきます。また、特徴的なアイヌ文様を、出品作の中からピッ
クアップしてご紹介します。第二章から第四章においては、個々の
文様から目を転じて、空間全体における文様構成に注目します。「く
りかえす」、「からみあう」、「ひろがる」をキーワードに、アイヌ文
様における文様構成の原理をさぐります。最終章「ひびきあう－は
なやぐ北の春のように」では、異なる色彩や素材を出会わせること
によって、文様構成の原理から大きな跳躍を見せ、祝祭的とも呼ぶ
べき造形が生み出されている作品を紹介します。
生命感あふれる一本一本の線、そしていくつものかたちが伸びや
かに息づく文様空間、これらのうえにくりひろげられるアイヌ文様
の美の世界を、この機会にぜひご覧下さい。

第Ⅰ章 アイヌ文様
―アイヌモシリに咲いた華

歴歴史史ののななかかののアアイイヌヌ文文様様

１
しゃく し え

杓子柄
木（カエデ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

２
小刀柄
木（イチイ）、彫刻による文様
擦文文化期～１６６７年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

３
山刀柄部
木（カエデ属）、彫刻による文様
１５世紀半ば～１６６７年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

４
ヘペレアイ heperay
儀式用矢
木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

５
花矢
木（アジサイ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

６
花矢
木（アジサイ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

９
もくへい

木幣状製品
木（ヤナギ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

１０
まじない用刀
木（トネリコ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

１１
矢筒翼
木（モクレン属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年

北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

１２
捧酒箸
木（スギ）、彫刻による文様
１５世紀半ば～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

１３
アイヌ文様彫刻（透彫）
木（カエデ属）、彫刻による文様
擦文文化期～１６６７年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

１４
さっかい

早櫂（複製）
木（サクラ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

１５
くるまがいうけだい

車櫂受台部
木（ハンノキ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

１６
くるまがいうけだい

車櫂受台部
木（サクラ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

２４
村上島之允（秦檍丸）
間宮林蔵・村上貞助増補
蝦夷嶋図説
全八帖のうち一、三、四、六
紙本彩色・折帖
１８２３（文政６）年
函館市中央図書館蔵
函館市指定文化財

２８
宮原柳僊模写
平澤屏山 蝦夷風俗十二ヶ月屏風
紙本彩色・屏風（六曲一双）
１８７６（明治９）年以前
北海道開拓記念館蔵

２９
宮原柳僊模写
平澤屏山 アイヌ風俗十二ヶ月屏風
一月から六月
紙本淡彩・屏風（六曲一隻）
市立函館博物館蔵
函館市指定文化財

凡例
作品名称は、アイヌ語名称及び日本語名称を記したが、アイヌ語名称が不明なものについては、日本語名称のみとした。いずれも本展のために付したものであり、各所蔵館において
登録・使用されているものではない（ただし美 ８々遺跡からの出土品については、所蔵先の日本語名称を用いた）。
アイヌ語名称は�アイヌ民族博物館が選定した。アイヌ語表記は『アコロ イタク アイヌ語テキスト１』（社団法人北海道ウタリ協会 １９９４）を参照した。なお、資料によっては名
称の地域差が大きく、同形の資料を異なった名称で呼ぶことがある。このため、使用地・収集地などのデータが不明な資料に関しては、考えうる名称を併記する方法をとった。なお、
煩雑を避けるため、すべての名称を網羅しているわけではないことをお断りする。
このリストの番号は図録番号並びにキャプション番号と一致している。図録に掲載されていても当館で展示されない作品はここにあげていないため、通し番号とはなっておらず、欠
落している番号がある。

ア
イ
ヌ
文
様
の 美 線のいのち、息づくかたち

2006年

12月13日（水）～1月28日（日）
2007年

出 品 作 品 リ ス ト



平澤屏山
アイヌ風俗十二ヶ月屏風
七月から十二月
紙本淡彩・屏風（六曲一隻）
市立函館博物館蔵
函館市指定文化財

３０
谷元旦
蝦夷紀行
紙本淡彩・冊子
財団法人アイヌ民族博物館蔵

３１
谷文晁
蝦夷山水器物図巻
五巻のうち 器物巻
紙本彩色・巻子
１８００（寛政１２）年頃
北海道立近代美術館蔵

３２
テタラペ tetarape
カーアハルシ kaaahrus
草皮衣
置布と刺繍による文様
松浦武四郎が収集
松浦武四郎記念館蔵

３４
テタラペ tetarape
カーアハルシ kaaahrus
草皮衣
置布と刺繍による文様
松浦武四郎が収集
松浦武四郎記念館蔵

３５
タンパコオプ tanpakoop
オトコホペ otokohpe
煙草入れ
木、彫刻による文様
松浦武四郎が収集
松浦武四郎記念館蔵

３６
マキリ makiri
小刀
木、彫刻による文様
松浦武四郎が収集
松浦武四郎記念館蔵

３７
木製小箱
木、彫刻による文様
松浦武四郎が収集
松浦武四郎記念館蔵

３８
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
松浦武四郎が収集
松浦武四郎記念館蔵

３９
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
１８４０（天保１１）年以前
明治年間に鳥取県内にて石尾源太郎が
収集
北海道開拓記念館蔵

４０
タンパコオプ tanpakoop
オトコホペ otokohpe
煙草入れ
木、彫刻による文様
菅茶山が収集
広島県立歴史博物館蔵

４１
印籠
木、彫刻による文様
菅茶山が収集
広島県立歴史博物館蔵

４２
マキリ makiri
小刀
木、彫刻による文様
菅茶山が収集
広島県立歴史博物館蔵

４３
筆軸
木、彫刻による文様
菅茶山が収集
広島県立歴史博物館蔵

４４
筆軸
木、彫刻による文様
菅茶山が収集
広島県立歴史博物館蔵

４５
筆軸
木、彫刻による文様
菅茶山が収集
広島県立歴史博物館蔵

４６
コンチ konci
頭巾
刺繍による文様
１８７５（明治８）年７月博覧会事務局引継ぎ
東京国立博物館蔵

４７
ホシ hos
脚絆
置布と刺繍による文様
１８７５（明治８）年７月博覧会事務局引継
ぎ
東京国立博物館蔵

４９
アツトウシ attus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
１８７５（明治８）年７月博覧会事務局引継
ぎ
東京国立博物館蔵

東東北北アアジジアアののななかかののアアイイヌヌ文文様様

５０
オロチョンの皮かばん
皮、アプリケによる文様
１９４４（昭和１９）年に大興安嶺にて河野廣
道が収集
旭川市博物館蔵

５１
ウイルタの白樺樹皮容器
木綿、樹皮切抜きによる文様
河野廣道が樺太にて収集
旭川市博物館蔵

５２
スポプ supop
宝物箱
木、彫刻による文様、彩色
千島アイヌが使用
１８８６（明治１９）年５月に色丹島にて浅羽
清が収集
旭川市博物館蔵

５３
ウイルタの敷皮
トナカイのなめし皮、刺繍による文様
樺太のオタスにて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

５４
ニヴフの靴
獣皮、布、刺繍による文様
樺太で収集
国立民族学博物館蔵

５５
ニヴフの敷皮
トナカイのなめし皮、刺繍による文様
１９４４（昭和１９）年樺太のオタスにて河野
廣道が収集
旭川市博物館蔵

５６
オホコ ohko
獣皮衣
アプリケによる文様
樺太にて河野常吉が収集
旭川市博物館蔵

５７
敷物
樹皮布、置布と刺繍による文様
樺太アイヌがウイルタと合作か
東京国立博物館蔵

５８
ウイルタの敷布
ビロード、刺繍による文様
１９２７（昭和２）年に徳川頼貞が寄贈
東京国立博物館蔵

５９
ウイルタの敷物
麻地、置布と刺繍による文様
東京国立博物館蔵

６０
サンタチミプsantacimip
マンチウコソントmanciwkosonto
山丹服
市立函館博物館蔵

６１
チンパオリ cinpaori
陣羽織
松前の松本家に伝来
東京国立博物館蔵

６２
コソンテ kosonte
コソント kosonto
小袖
青森県上磯地方にて収集
稽古館旧蔵
青森市教育委員会蔵

６３
シントコ sintoko
行器
漆器
財団法人アイヌ民族博物館蔵

６４
シントコ sintoko
シントク sintoku
行器
漆器
北海道開拓記念館蔵

典典型型的的なな文文様様

６５
マンタリ mantari
マエタリ maetari
前掛け
布、刺繍による文様
青森県立郷土館蔵

６６
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様

北海道大学植物園・博物館蔵

６７
シカリンパハ sikarinpah
丸椀
木、彫刻による文様
樺太アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

６９
ホシhos
脚絆
樹皮布、木綿布、刺繍による文様
１９１３（大正２）年『明治記念拓殖博覧
会』（大阪天王寺公園）で展示
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後に北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

７０
アツトウシ attus
アハルシ ahrus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
稽古館旧蔵
青森市教育委員会蔵

７１
チカラカラペ cikarkarpe
チニンニヌプ cininninup
木綿衣
置布と刺繍による文様
１８７３（明治６）年に北海道積丹にて収集
１８７５（明治８）年に博覧会事務局より引
継ぎ
東京国立博物館蔵

７２
ニマ nima
木椀
木、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

７３
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

７５
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
アプリケと刺繍による文様（房部）
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

７６
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

７７
ホシ hos
脚絆
布、刺繍による文様
田中忠三郎が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

７８
シカリニーソシ sikariniisos
木皿
木、彫刻による文様
樺太アイヌが使用
旧山内コレクション
１９６５（昭和４０）年に児玉作左衛門が収集

財団法人アイヌ民族博物館蔵

７９
カスプ kasup
カスフ kasuh
しゃくし

杓子
木、彫刻による文様
松浦武四郎が収集
松浦武四郎記念館蔵

８０
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
児玉作左衛門が収集
市立函館博物館蔵

８１
アツトウシ attus
アハルシ ahrus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

８３
サパウンペ sapaunpe
幣冠
樹皮製の縄、木（ミズキ）の彫刻片、編
みによる文様
北海道虻田にて河野常吉が収集
旭川市博物館蔵

８４
クツ kut
帯
布、獣皮、刺繍による文様
千島アイヌが使用
１８９９（明治３２）年に色丹島にて鳥居龍蔵
が収集
国立民族学博物館蔵

８５
シトペラ sitopera
団子用箆
木、彫刻による文様
財団法人日本民藝館蔵

８６
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、朱漆ならびに黒
漆塗り
児玉作左衛門が収集
市立函館博物館蔵

８７
シトペラ sitopera
団子用箆
木、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

８８
タンパコオプ tanpakoop
煙草入れ
木（イチイ）、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

８９
アツトウシ attus
アハルシ ahrus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
土佐林義雄が収集
早稲田大学會津八一記念博物館蔵

９０
エムサハ emusah
エムシアツ emusat

刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
アプリケと刺繍による文様（房部）
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

９１
ホシ hos
脚絆
アプリケと刺繍による文様
静岡市立芹沢�介美術館蔵

９２
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布と刺繍による文様
天理大学附属天理参考館蔵

９３
クツカラウオサ kutkarwosa
帯織り具
木、彫刻による文様
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後の北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

９４
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
児玉作左衛門が収集
市立函館博物館蔵

９５
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木（カバ）、彫刻による文様
１９７０（昭和４５）年に旭川・近文在住の尾
澤カンシャトクから収集
旭川市博物館蔵

９６、９７、９８、９９
刀飾り
骨または角、彫刻による文様
旭川市博物館蔵

１００
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１０１
マトウメレ matumere
手袋
布、刺繍による文様
大正年間以前に北海道北部あるいは樺
太にて小路口家が収集
北海道開拓記念館蔵

１０２
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
八雲にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１０３
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

１０４
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列

場附属拓殖館（後の北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

１０５
クツカラペラ kutkarpera
帯織り用箆
木、彫刻による文様、彩色
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後の北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

１０６
イカユフ ikayuh
イカヨプ ikayop
儀式用矢筒
木、彫刻による文様、鉛板の象嵌、漆
塗り
北海道開拓記念館蔵

１０７
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、真鍮飾り板、漆
塗り
天理大学附属天理参考館蔵

１０８
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
静内にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１０９
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様（熊）
浜益にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１１０
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木（クルミ）、彫刻による文様、彩色
日高地方にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１１１
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
小樽にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１１２
イクニシ ikunis
捧酒箆
木、彫刻による文様
樺太のタランドマリにて馬場脩が収集
市立函館博物館蔵
重要有形民俗文化財

１１３
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様、黒漆塗り、朱漆
塗り
苫小牧市博物館蔵

１１４
イクニシ ikunis
捧酒箆
木、彫刻による文様、彩色
樺太のタランドマリにて馬場脩が収集
市立函館博物館蔵
重要有形民俗文化財

１１５
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、黒漆地に朱彩
北海道大学植物園・博物館蔵

１１６
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木（ヤチダモ）、彫刻による文様、漆塗
り
釧路にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１１７
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１１８
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
白老にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１１９
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木（サクラまたはカバか）、彫刻による
文様
旭川市博物館蔵

１２０
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１２１
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
児玉作左衛門がナミワツカ（現・新冠
町）にて収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１２２
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
児玉作左衛門が若林から収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１２３
へペレアイ heperay
儀式用矢
木、彫刻による文様、彩色
１２３�１
１９３２（昭和７）年に浜益の山下三五郎が
制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�２
１９３７（昭和１２）年に沙流のアイヌの人が
制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�３
１９３７（昭和１２）年に沙流のアイヌの人が
制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�４
１９３７（昭和１２）年に沙流のアイヌの人が
制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�５
１９３５（昭和１０）年に屈斜路の弟子小太郎
が制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�６
１９３４（昭和９）年に近文の空知信次郎が
制作

北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�７
１９３６（昭和１１）年に白老の森竹エカシが
制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�８
１９３６（昭和１１）年に泥川（樺戸）の樺勘太
郎が制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�９
１９３６（昭和１１）年に泥川（樺戸）の樺勘太
郎が制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�１０
１９３５（昭和１０）年にケネ（十勝）の中山浅
吉が制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�１１
１９３６（昭和１１）年に余市の違星エカシが
制作
北海道大学植物園・博物館蔵

第Ⅱ章 くりかえす
－いのちの鼓動のように
１２４
アツトウシ attus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
１８７５（明治８）年７月博覧会事務局引継ぎ
東京国立博物館蔵

１２５
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
１８９０（明治２３）年、上川にて収集
北海道大学植物園・博物館蔵

１２６
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
置布による文様（房部）
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１２７
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
アプリケによる文様（房部）
稽古館旧蔵
青森市教育委員会蔵

１２８
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（のちの北海道拓殖館）旧
蔵
北海道開拓記念館蔵

１２９
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木（カバ）、彫刻による文様
西帯広（伏古）にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１３０
アツトウシ attus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
旭川市博物館蔵

１３１
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆

木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

１３２
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

１３３
カパラミプ kaparamip
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
北海道アイヌが使用
旭川市博物館蔵

１３４
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
アプリケと刺繍による文様
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１３５
カパラミプ kaparamip
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
財団法人日本民藝館蔵

１３６
テタラペ tetarape
カーアハルシ kaaahrus
草皮衣
アプリケと刺繍による文様
１９３４（昭和９）年以前
北海道大学植物園・博物館蔵

１３７
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

１３８
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、彩色
北海道大学植物園・博物館蔵

１３９
チタラペ citarpe
キナ kina
ニカプンペ nikapunpe
文様入りゴザ
編みによる文様
旭川市博物館蔵

１４０
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
アプリケによる文様（房部）
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１４１
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
置布による文様（房部）
北海道アイヌが使用
旭川市博物館蔵

１４２
クツ kut
帯

布、刺繍による文様
千島アイヌが使用
１８９９（明治３２）年に色丹島にて鳥居龍蔵
が収集
国立民族学博物館蔵

１４３
クツ kut
帯
布、刺繍による文様
千島アイヌが使用
１８９９（明治３２）年に色丹島にて鳥居龍蔵
が収集
国立民族学博物館蔵

１４４
クツ kut
帯
布、刺繍による文様
児玉マリ氏蔵

１４５
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木（カバ）、彫刻による文様
室蘭にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１４６
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木（エリマキ）、彫刻による文様
十勝地方にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１４７
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
亮昌寺コレクション
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１４８
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

１４９
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
置布による文様（房部）
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１５０
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

第Ⅲ章 からみあう
－おいしげる蔓のように
１５１
エピリケヘ epirikeh
マキリ makiri
小刀
木、彫刻による文様
沙流にて収集
北海道大学植物園・博物館蔵

１５２
エピリケヘ epirikeh
マキリ makiri
小刀
木、彫刻による文様
沙流にて収集
北海道大学植物園・博物館蔵

１５３
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
天理大学附属天理参考館蔵

１５４
イクニシ ikunis
捧酒箆
木、彫刻による文様
樺太のタランドマリにて馬場脩が収集
市立函館博物館蔵
重要有形民俗文化財

１５５
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
１９００年代前半に噴火湾（長万部）地域に
て小倉範三郎が収集
北海道開拓記念館蔵

１５６
イクニシ ikunis
捧酒箆
木、彫刻による文様
樺太のタランドマリにて馬場脩が収集
市立函館博物館蔵
重要有形民俗文化財

１５７
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木（サクラ）、彫刻による文様
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１５８
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木（イタヤカエデ）、彫刻による文様
屈斜路にて更科源蔵が収集
旭川市博物館蔵

１５９
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
置布と刺繍による文様
１９００年代前半に噴火湾（長万部）地域に
て小倉範三郎が収集
北海道開拓記念館蔵

１６０
アツトウシ attus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
日高にて収集
北海道大学植物園・博物館蔵

１６１
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
児玉作左衛門が収集
児玉マリ氏蔵 市立函館博物館寄託

１６２
シカリニーソシ sikariniisos
木皿
木、彫刻による文様
樺太にて児玉作左衛門が収集
児玉マリ氏蔵 市立函館博物館寄託

１６３
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、漆塗り
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵



平澤屏山
アイヌ風俗十二ヶ月屏風
七月から十二月
紙本淡彩・屏風（六曲一隻）
市立函館博物館蔵
函館市指定文化財

３０
谷元旦
蝦夷紀行
紙本淡彩・冊子
財団法人アイヌ民族博物館蔵

３１
谷文晁
蝦夷山水器物図巻
五巻のうち 器物巻
紙本彩色・巻子
１８００（寛政１２）年頃
北海道立近代美術館蔵

３２
テタラペ tetarape
カーアハルシ kaaahrus
草皮衣
置布と刺繍による文様
松浦武四郎が収集
松浦武四郎記念館蔵

３４
テタラペ tetarape
カーアハルシ kaaahrus
草皮衣
置布と刺繍による文様
松浦武四郎が収集
松浦武四郎記念館蔵

３５
タンパコオプ tanpakoop
オトコホペ otokohpe
煙草入れ
木、彫刻による文様
松浦武四郎が収集
松浦武四郎記念館蔵

３６
マキリ makiri
小刀
木、彫刻による文様
松浦武四郎が収集
松浦武四郎記念館蔵

３７
木製小箱
木、彫刻による文様
松浦武四郎が収集
松浦武四郎記念館蔵

３８
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
松浦武四郎が収集
松浦武四郎記念館蔵

３９
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
１８４０（天保１１）年以前
明治年間に鳥取県内にて石尾源太郎が
収集
北海道開拓記念館蔵

４０
タンパコオプ tanpakoop
オトコホペ otokohpe
煙草入れ
木、彫刻による文様
菅茶山が収集
広島県立歴史博物館蔵

４１
印籠
木、彫刻による文様
菅茶山が収集
広島県立歴史博物館蔵

４２
マキリ makiri
小刀
木、彫刻による文様
菅茶山が収集
広島県立歴史博物館蔵

４３
筆軸
木、彫刻による文様
菅茶山が収集
広島県立歴史博物館蔵

４４
筆軸
木、彫刻による文様
菅茶山が収集
広島県立歴史博物館蔵

４５
筆軸
木、彫刻による文様
菅茶山が収集
広島県立歴史博物館蔵

４６
コンチ konci
頭巾
刺繍による文様
１８７５（明治８）年７月博覧会事務局引継ぎ
東京国立博物館蔵

４７
ホシ hos
脚絆
置布と刺繍による文様
１８７５（明治８）年７月博覧会事務局引継
ぎ
東京国立博物館蔵

４９
アツトウシ attus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
１８７５（明治８）年７月博覧会事務局引継
ぎ
東京国立博物館蔵

東東北北アアジジアアののななかかののアアイイヌヌ文文様様

５０
オロチョンの皮かばん
皮、アプリケによる文様
１９４４（昭和１９）年に大興安嶺にて河野廣
道が収集
旭川市博物館蔵

５１
ウイルタの白樺樹皮容器
木綿、樹皮切抜きによる文様
河野廣道が樺太にて収集
旭川市博物館蔵

５２
スポプ supop
宝物箱
木、彫刻による文様、彩色
千島アイヌが使用
１８８６（明治１９）年５月に色丹島にて浅羽
清が収集
旭川市博物館蔵

５３
ウイルタの敷皮
トナカイのなめし皮、刺繍による文様
樺太のオタスにて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

５４
ニヴフの靴
獣皮、布、刺繍による文様
樺太で収集
国立民族学博物館蔵

５５
ニヴフの敷皮
トナカイのなめし皮、刺繍による文様
１９４４（昭和１９）年樺太のオタスにて河野
廣道が収集
旭川市博物館蔵

５６
オホコ ohko
獣皮衣
アプリケによる文様
樺太にて河野常吉が収集
旭川市博物館蔵

５７
敷物
樹皮布、置布と刺繍による文様
樺太アイヌがウイルタと合作か
東京国立博物館蔵

５８
ウイルタの敷布
ビロード、刺繍による文様
１９２７（昭和２）年に徳川頼貞が寄贈
東京国立博物館蔵

５９
ウイルタの敷物
麻地、置布と刺繍による文様
東京国立博物館蔵

６０
サンタチミプsantacimip
マンチウコソントmanciwkosonto
山丹服
市立函館博物館蔵

６１
チンパオリ cinpaori
陣羽織
松前の松本家に伝来
東京国立博物館蔵

６２
コソンテ kosonte
コソント kosonto
小袖
青森県上磯地方にて収集
稽古館旧蔵
青森市教育委員会蔵

６３
シントコ sintoko
行器
漆器
財団法人アイヌ民族博物館蔵

６４
シントコ sintoko
シントク sintoku
行器
漆器
北海道開拓記念館蔵

典典型型的的なな文文様様

６５
マンタリ mantari
マエタリ maetari
前掛け
布、刺繍による文様
青森県立郷土館蔵

６６
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様

北海道大学植物園・博物館蔵

６７
シカリンパハ sikarinpah
丸椀
木、彫刻による文様
樺太アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

６９
ホシhos
脚絆
樹皮布、木綿布、刺繍による文様
１９１３（大正２）年『明治記念拓殖博覧
会』（大阪天王寺公園）で展示
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後に北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

７０
アツトウシ attus
アハルシ ahrus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
稽古館旧蔵
青森市教育委員会蔵

７１
チカラカラペ cikarkarpe
チニンニヌプ cininninup
木綿衣
置布と刺繍による文様
１８７３（明治６）年に北海道積丹にて収集
１８７５（明治８）年に博覧会事務局より引
継ぎ
東京国立博物館蔵

７２
ニマ nima
木椀
木、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

７３
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

７５
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
アプリケと刺繍による文様（房部）
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

７６
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

７７
ホシ hos
脚絆
布、刺繍による文様
田中忠三郎が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

７８
シカリニーソシ sikariniisos
木皿
木、彫刻による文様
樺太アイヌが使用
旧山内コレクション
１９６５（昭和４０）年に児玉作左衛門が収集

財団法人アイヌ民族博物館蔵

７９
カスプ kasup
カスフ kasuh
しゃくし

杓子
木、彫刻による文様
松浦武四郎が収集
松浦武四郎記念館蔵

８０
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
児玉作左衛門が収集
市立函館博物館蔵

８１
アツトウシ attus
アハルシ ahrus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

８３
サパウンペ sapaunpe
幣冠
樹皮製の縄、木（ミズキ）の彫刻片、編
みによる文様
北海道虻田にて河野常吉が収集
旭川市博物館蔵

８４
クツ kut
帯
布、獣皮、刺繍による文様
千島アイヌが使用
１８９９（明治３２）年に色丹島にて鳥居龍蔵
が収集
国立民族学博物館蔵

８５
シトペラ sitopera
団子用箆
木、彫刻による文様
財団法人日本民藝館蔵

８６
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、朱漆ならびに黒
漆塗り
児玉作左衛門が収集
市立函館博物館蔵

８７
シトペラ sitopera
団子用箆
木、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

８８
タンパコオプ tanpakoop
煙草入れ
木（イチイ）、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

８９
アツトウシ attus
アハルシ ahrus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
土佐林義雄が収集
早稲田大学會津八一記念博物館蔵

９０
エムサハ emusah
エムシアツ emusat

刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
アプリケと刺繍による文様（房部）
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

９１
ホシ hos
脚絆
アプリケと刺繍による文様
静岡市立芹沢�介美術館蔵

９２
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布と刺繍による文様
天理大学附属天理参考館蔵

９３
クツカラウオサ kutkarwosa
帯織り具
木、彫刻による文様
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後の北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

９４
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
児玉作左衛門が収集
市立函館博物館蔵

９５
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木（カバ）、彫刻による文様
１９７０（昭和４５）年に旭川・近文在住の尾
澤カンシャトクから収集
旭川市博物館蔵

９６、９７、９８、９９
刀飾り
骨または角、彫刻による文様
旭川市博物館蔵

１００
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１０１
マトウメレ matumere
手袋
布、刺繍による文様
大正年間以前に北海道北部あるいは樺
太にて小路口家が収集
北海道開拓記念館蔵

１０２
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
八雲にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１０３
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

１０４
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列

場附属拓殖館（後の北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

１０５
クツカラペラ kutkarpera
帯織り用箆
木、彫刻による文様、彩色
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後の北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

１０６
イカユフ ikayuh
イカヨプ ikayop
儀式用矢筒
木、彫刻による文様、鉛板の象嵌、漆
塗り
北海道開拓記念館蔵

１０７
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、真鍮飾り板、漆
塗り
天理大学附属天理参考館蔵

１０８
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
静内にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１０９
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様（熊）
浜益にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１１０
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木（クルミ）、彫刻による文様、彩色
日高地方にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１１１
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
小樽にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１１２
イクニシ ikunis
捧酒箆
木、彫刻による文様
樺太のタランドマリにて馬場脩が収集
市立函館博物館蔵
重要有形民俗文化財

１１３
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様、黒漆塗り、朱漆
塗り
苫小牧市博物館蔵

１１４
イクニシ ikunis
捧酒箆
木、彫刻による文様、彩色
樺太のタランドマリにて馬場脩が収集
市立函館博物館蔵
重要有形民俗文化財

１１５
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、黒漆地に朱彩
北海道大学植物園・博物館蔵

１１６
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木（ヤチダモ）、彫刻による文様、漆塗
り
釧路にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１１７
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１１８
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
白老にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１１９
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木（サクラまたはカバか）、彫刻による
文様
旭川市博物館蔵

１２０
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１２１
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
児玉作左衛門がナミワツカ（現・新冠
町）にて収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１２２
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
児玉作左衛門が若林から収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１２３
へペレアイ heperay
儀式用矢
木、彫刻による文様、彩色
１２３�１
１９３２（昭和７）年に浜益の山下三五郎が
制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�２
１９３７（昭和１２）年に沙流のアイヌの人が
制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�３
１９３７（昭和１２）年に沙流のアイヌの人が
制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�４
１９３７（昭和１２）年に沙流のアイヌの人が
制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�５
１９３５（昭和１０）年に屈斜路の弟子小太郎
が制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�６
１９３４（昭和９）年に近文の空知信次郎が
制作

北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�７
１９３６（昭和１１）年に白老の森竹エカシが
制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�８
１９３６（昭和１１）年に泥川（樺戸）の樺勘太
郎が制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�９
１９３６（昭和１１）年に泥川（樺戸）の樺勘太
郎が制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�１０
１９３５（昭和１０）年にケネ（十勝）の中山浅
吉が制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�１１
１９３６（昭和１１）年に余市の違星エカシが
制作
北海道大学植物園・博物館蔵

第Ⅱ章 くりかえす
－いのちの鼓動のように
１２４
アツトウシ attus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
１８７５（明治８）年７月博覧会事務局引継ぎ
東京国立博物館蔵

１２５
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
１８９０（明治２３）年、上川にて収集
北海道大学植物園・博物館蔵

１２６
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
置布による文様（房部）
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１２７
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
アプリケによる文様（房部）
稽古館旧蔵
青森市教育委員会蔵

１２８
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（のちの北海道拓殖館）旧
蔵
北海道開拓記念館蔵

１２９
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木（カバ）、彫刻による文様
西帯広（伏古）にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１３０
アツトウシ attus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
旭川市博物館蔵

１３１
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆

木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

１３２
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

１３３
カパラミプ kaparamip
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
北海道アイヌが使用
旭川市博物館蔵

１３４
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
アプリケと刺繍による文様
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１３５
カパラミプ kaparamip
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
財団法人日本民藝館蔵

１３６
テタラペ tetarape
カーアハルシ kaaahrus
草皮衣
アプリケと刺繍による文様
１９３４（昭和９）年以前
北海道大学植物園・博物館蔵

１３７
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

１３８
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、彩色
北海道大学植物園・博物館蔵

１３９
チタラペ citarpe
キナ kina
ニカプンペ nikapunpe
文様入りゴザ
編みによる文様
旭川市博物館蔵

１４０
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
アプリケによる文様（房部）
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１４１
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
置布による文様（房部）
北海道アイヌが使用
旭川市博物館蔵

１４２
クツ kut
帯

布、刺繍による文様
千島アイヌが使用
１８９９（明治３２）年に色丹島にて鳥居龍蔵
が収集
国立民族学博物館蔵

１４３
クツ kut
帯
布、刺繍による文様
千島アイヌが使用
１８９９（明治３２）年に色丹島にて鳥居龍蔵
が収集
国立民族学博物館蔵

１４４
クツ kut
帯
布、刺繍による文様
児玉マリ氏蔵

１４５
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木（カバ）、彫刻による文様
室蘭にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１４６
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木（エリマキ）、彫刻による文様
十勝地方にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１４７
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
亮昌寺コレクション
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１４８
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

１４９
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
置布による文様（房部）
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１５０
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

第Ⅲ章 からみあう
－おいしげる蔓のように
１５１
エピリケヘ epirikeh
マキリ makiri
小刀
木、彫刻による文様
沙流にて収集
北海道大学植物園・博物館蔵

１５２
エピリケヘ epirikeh
マキリ makiri
小刀
木、彫刻による文様
沙流にて収集
北海道大学植物園・博物館蔵

１５３
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
天理大学附属天理参考館蔵

１５４
イクニシ ikunis
捧酒箆
木、彫刻による文様
樺太のタランドマリにて馬場脩が収集
市立函館博物館蔵
重要有形民俗文化財

１５５
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
１９００年代前半に噴火湾（長万部）地域に
て小倉範三郎が収集
北海道開拓記念館蔵

１５６
イクニシ ikunis
捧酒箆
木、彫刻による文様
樺太のタランドマリにて馬場脩が収集
市立函館博物館蔵
重要有形民俗文化財

１５７
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木（サクラ）、彫刻による文様
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１５８
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木（イタヤカエデ）、彫刻による文様
屈斜路にて更科源蔵が収集
旭川市博物館蔵

１５９
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
置布と刺繍による文様
１９００年代前半に噴火湾（長万部）地域に
て小倉範三郎が収集
北海道開拓記念館蔵

１６０
アツトウシ attus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
日高にて収集
北海道大学植物園・博物館蔵

１６１
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
児玉作左衛門が収集
児玉マリ氏蔵 市立函館博物館寄託

１６２
シカリニーソシ sikariniisos
木皿
木、彫刻による文様
樺太にて児玉作左衛門が収集
児玉マリ氏蔵 市立函館博物館寄託

１６３
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、漆塗り
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵



平澤屏山
アイヌ風俗十二ヶ月屏風
七月から十二月
紙本淡彩・屏風（六曲一隻）
市立函館博物館蔵
函館市指定文化財

３０
谷元旦
蝦夷紀行
紙本淡彩・冊子
財団法人アイヌ民族博物館蔵

３１
谷文晁
蝦夷山水器物図巻
五巻のうち 器物巻
紙本彩色・巻子
１８００（寛政１２）年頃
北海道立近代美術館蔵

３２
テタラペ tetarape
カーアハルシ kaaahrus
草皮衣
置布と刺繍による文様
松浦武四郎が収集
松浦武四郎記念館蔵

３４
テタラペ tetarape
カーアハルシ kaaahrus
草皮衣
置布と刺繍による文様
松浦武四郎が収集
松浦武四郎記念館蔵

３５
タンパコオプ tanpakoop
オトコホペ otokohpe
煙草入れ
木、彫刻による文様
松浦武四郎が収集
松浦武四郎記念館蔵

３６
マキリ makiri
小刀
木、彫刻による文様
松浦武四郎が収集
松浦武四郎記念館蔵

３７
木製小箱
木、彫刻による文様
松浦武四郎が収集
松浦武四郎記念館蔵

３８
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
松浦武四郎が収集
松浦武四郎記念館蔵

３９
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
１８４０（天保１１）年以前
明治年間に鳥取県内にて石尾源太郎が
収集
北海道開拓記念館蔵

４０
タンパコオプ tanpakoop
オトコホペ otokohpe
煙草入れ
木、彫刻による文様
菅茶山が収集
広島県立歴史博物館蔵

４１
印籠
木、彫刻による文様
菅茶山が収集
広島県立歴史博物館蔵

４２
マキリ makiri
小刀
木、彫刻による文様
菅茶山が収集
広島県立歴史博物館蔵

４３
筆軸
木、彫刻による文様
菅茶山が収集
広島県立歴史博物館蔵

４４
筆軸
木、彫刻による文様
菅茶山が収集
広島県立歴史博物館蔵

４５
筆軸
木、彫刻による文様
菅茶山が収集
広島県立歴史博物館蔵

４６
コンチ konci
頭巾
刺繍による文様
１８７５（明治８）年７月博覧会事務局引継ぎ
東京国立博物館蔵

４７
ホシ hos
脚絆
置布と刺繍による文様
１８７５（明治８）年７月博覧会事務局引継
ぎ
東京国立博物館蔵

４９
アツトウシ attus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
１８７５（明治８）年７月博覧会事務局引継
ぎ
東京国立博物館蔵

東東北北アアジジアアののななかかののアアイイヌヌ文文様様

５０
オロチョンの皮かばん
皮、アプリケによる文様
１９４４（昭和１９）年に大興安嶺にて河野廣
道が収集
旭川市博物館蔵

５１
ウイルタの白樺樹皮容器
木綿、樹皮切抜きによる文様
河野廣道が樺太にて収集
旭川市博物館蔵

５２
スポプ supop
宝物箱
木、彫刻による文様、彩色
千島アイヌが使用
１８８６（明治１９）年５月に色丹島にて浅羽
清が収集
旭川市博物館蔵

５３
ウイルタの敷皮
トナカイのなめし皮、刺繍による文様
樺太のオタスにて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

５４
ニヴフの靴
獣皮、布、刺繍による文様
樺太で収集
国立民族学博物館蔵

５５
ニヴフの敷皮
トナカイのなめし皮、刺繍による文様
１９４４（昭和１９）年樺太のオタスにて河野
廣道が収集
旭川市博物館蔵

５６
オホコ ohko
獣皮衣
アプリケによる文様
樺太にて河野常吉が収集
旭川市博物館蔵

５７
敷物
樹皮布、置布と刺繍による文様
樺太アイヌがウイルタと合作か
東京国立博物館蔵

５８
ウイルタの敷布
ビロード、刺繍による文様
１９２７（昭和２）年に徳川頼貞が寄贈
東京国立博物館蔵

５９
ウイルタの敷物
麻地、置布と刺繍による文様
東京国立博物館蔵

６０
サンタチミプsantacimip
マンチウコソントmanciwkosonto
山丹服
市立函館博物館蔵

６１
チンパオリ cinpaori
陣羽織
松前の松本家に伝来
東京国立博物館蔵

６２
コソンテ kosonte
コソント kosonto
小袖
青森県上磯地方にて収集
稽古館旧蔵
青森市教育委員会蔵

６３
シントコ sintoko
行器
漆器
財団法人アイヌ民族博物館蔵

６４
シントコ sintoko
シントク sintoku
行器
漆器
北海道開拓記念館蔵

典典型型的的なな文文様様

６５
マンタリ mantari
マエタリ maetari
前掛け
布、刺繍による文様
青森県立郷土館蔵

６６
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様

北海道大学植物園・博物館蔵

６７
シカリンパハ sikarinpah
丸椀
木、彫刻による文様
樺太アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

６９
ホシhos
脚絆
樹皮布、木綿布、刺繍による文様
１９１３（大正２）年『明治記念拓殖博覧
会』（大阪天王寺公園）で展示
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後に北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

７０
アツトウシ attus
アハルシ ahrus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
稽古館旧蔵
青森市教育委員会蔵

７１
チカラカラペ cikarkarpe
チニンニヌプ cininninup
木綿衣
置布と刺繍による文様
１８７３（明治６）年に北海道積丹にて収集
１８７５（明治８）年に博覧会事務局より引
継ぎ
東京国立博物館蔵

７２
ニマ nima
木椀
木、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

７３
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

７５
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
アプリケと刺繍による文様（房部）
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

７６
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

７７
ホシ hos
脚絆
布、刺繍による文様
田中忠三郎が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

７８
シカリニーソシ sikariniisos
木皿
木、彫刻による文様
樺太アイヌが使用
旧山内コレクション
１９６５（昭和４０）年に児玉作左衛門が収集

財団法人アイヌ民族博物館蔵

７９
カスプ kasup
カスフ kasuh
しゃくし

杓子
木、彫刻による文様
松浦武四郎が収集
松浦武四郎記念館蔵

８０
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
児玉作左衛門が収集
市立函館博物館蔵

８１
アツトウシ attus
アハルシ ahrus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

８３
サパウンペ sapaunpe
幣冠
樹皮製の縄、木（ミズキ）の彫刻片、編
みによる文様
北海道虻田にて河野常吉が収集
旭川市博物館蔵

８４
クツ kut
帯
布、獣皮、刺繍による文様
千島アイヌが使用
１８９９（明治３２）年に色丹島にて鳥居龍蔵
が収集
国立民族学博物館蔵

８５
シトペラ sitopera
団子用箆
木、彫刻による文様
財団法人日本民藝館蔵

８６
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、朱漆ならびに黒
漆塗り
児玉作左衛門が収集
市立函館博物館蔵

８７
シトペラ sitopera
団子用箆
木、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

８８
タンパコオプ tanpakoop
煙草入れ
木（イチイ）、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

８９
アツトウシ attus
アハルシ ahrus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
土佐林義雄が収集
早稲田大学會津八一記念博物館蔵

９０
エムサハ emusah
エムシアツ emusat

刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
アプリケと刺繍による文様（房部）
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

９１
ホシ hos
脚絆
アプリケと刺繍による文様
静岡市立芹沢�介美術館蔵

９２
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布と刺繍による文様
天理大学附属天理参考館蔵

９３
クツカラウオサ kutkarwosa
帯織り具
木、彫刻による文様
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後の北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

９４
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
児玉作左衛門が収集
市立函館博物館蔵

９５
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木（カバ）、彫刻による文様
１９７０（昭和４５）年に旭川・近文在住の尾
澤カンシャトクから収集
旭川市博物館蔵

９６、９７、９８、９９
刀飾り
骨または角、彫刻による文様
旭川市博物館蔵

１００
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１０１
マトウメレ matumere
手袋
布、刺繍による文様
大正年間以前に北海道北部あるいは樺
太にて小路口家が収集
北海道開拓記念館蔵

１０２
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
八雲にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１０３
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

１０４
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列

場附属拓殖館（後の北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

１０５
クツカラペラ kutkarpera
帯織り用箆
木、彫刻による文様、彩色
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後の北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

１０６
イカユフ ikayuh
イカヨプ ikayop
儀式用矢筒
木、彫刻による文様、鉛板の象嵌、漆
塗り
北海道開拓記念館蔵

１０７
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、真鍮飾り板、漆
塗り
天理大学附属天理参考館蔵

１０８
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
静内にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１０９
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様（熊）
浜益にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１１０
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木（クルミ）、彫刻による文様、彩色
日高地方にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１１１
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
小樽にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１１２
イクニシ ikunis
捧酒箆
木、彫刻による文様
樺太のタランドマリにて馬場脩が収集
市立函館博物館蔵
重要有形民俗文化財

１１３
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様、黒漆塗り、朱漆
塗り
苫小牧市博物館蔵

１１４
イクニシ ikunis
捧酒箆
木、彫刻による文様、彩色
樺太のタランドマリにて馬場脩が収集
市立函館博物館蔵
重要有形民俗文化財

１１５
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、黒漆地に朱彩
北海道大学植物園・博物館蔵

１１６
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木（ヤチダモ）、彫刻による文様、漆塗
り
釧路にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１１７
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１１８
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
白老にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１１９
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木（サクラまたはカバか）、彫刻による
文様
旭川市博物館蔵

１２０
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１２１
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
児玉作左衛門がナミワツカ（現・新冠
町）にて収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１２２
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
児玉作左衛門が若林から収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１２３
へペレアイ heperay
儀式用矢
木、彫刻による文様、彩色
１２３�１
１９３２（昭和７）年に浜益の山下三五郎が
制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�２
１９３７（昭和１２）年に沙流のアイヌの人が
制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�３
１９３７（昭和１２）年に沙流のアイヌの人が
制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�４
１９３７（昭和１２）年に沙流のアイヌの人が
制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�５
１９３５（昭和１０）年に屈斜路の弟子小太郎
が制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�６
１９３４（昭和９）年に近文の空知信次郎が
制作

北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�７
１９３６（昭和１１）年に白老の森竹エカシが
制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�８
１９３６（昭和１１）年に泥川（樺戸）の樺勘太
郎が制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�９
１９３６（昭和１１）年に泥川（樺戸）の樺勘太
郎が制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�１０
１９３５（昭和１０）年にケネ（十勝）の中山浅
吉が制作
北海道大学植物園・博物館蔵
１２３�１１
１９３６（昭和１１）年に余市の違星エカシが
制作
北海道大学植物園・博物館蔵

第Ⅱ章 くりかえす
－いのちの鼓動のように
１２４
アツトウシ attus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
１８７５（明治８）年７月博覧会事務局引継ぎ
東京国立博物館蔵

１２５
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
１８９０（明治２３）年、上川にて収集
北海道大学植物園・博物館蔵

１２６
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
置布による文様（房部）
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１２７
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
アプリケによる文様（房部）
稽古館旧蔵
青森市教育委員会蔵

１２８
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（のちの北海道拓殖館）旧
蔵
北海道開拓記念館蔵

１２９
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木（カバ）、彫刻による文様
西帯広（伏古）にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１３０
アツトウシ attus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
旭川市博物館蔵

１３１
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆

木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

１３２
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

１３３
カパラミプ kaparamip
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
北海道アイヌが使用
旭川市博物館蔵

１３４
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
アプリケと刺繍による文様
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１３５
カパラミプ kaparamip
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
財団法人日本民藝館蔵

１３６
テタラペ tetarape
カーアハルシ kaaahrus
草皮衣
アプリケと刺繍による文様
１９３４（昭和９）年以前
北海道大学植物園・博物館蔵

１３７
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

１３８
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、彩色
北海道大学植物園・博物館蔵

１３９
チタラペ citarpe
キナ kina
ニカプンペ nikapunpe
文様入りゴザ
編みによる文様
旭川市博物館蔵

１４０
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
アプリケによる文様（房部）
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１４１
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
置布による文様（房部）
北海道アイヌが使用
旭川市博物館蔵

１４２
クツ kut
帯

布、刺繍による文様
千島アイヌが使用
１８９９（明治３２）年に色丹島にて鳥居龍蔵
が収集
国立民族学博物館蔵

１４３
クツ kut
帯
布、刺繍による文様
千島アイヌが使用
１８９９（明治３２）年に色丹島にて鳥居龍蔵
が収集
国立民族学博物館蔵

１４４
クツ kut
帯
布、刺繍による文様
児玉マリ氏蔵

１４５
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木（カバ）、彫刻による文様
室蘭にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１４６
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木（エリマキ）、彫刻による文様
十勝地方にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１４７
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
亮昌寺コレクション
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１４８
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

１４９
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
置布による文様（房部）
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１５０
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

第Ⅲ章 からみあう
－おいしげる蔓のように
１５１
エピリケヘ epirikeh
マキリ makiri
小刀
木、彫刻による文様
沙流にて収集
北海道大学植物園・博物館蔵

１５２
エピリケヘ epirikeh
マキリ makiri
小刀
木、彫刻による文様
沙流にて収集
北海道大学植物園・博物館蔵

１５３
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
天理大学附属天理参考館蔵

１５４
イクニシ ikunis
捧酒箆
木、彫刻による文様
樺太のタランドマリにて馬場脩が収集
市立函館博物館蔵
重要有形民俗文化財

１５５
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様
１９００年代前半に噴火湾（長万部）地域に
て小倉範三郎が収集
北海道開拓記念館蔵

１５６
イクニシ ikunis
捧酒箆
木、彫刻による文様
樺太のタランドマリにて馬場脩が収集
市立函館博物館蔵
重要有形民俗文化財

１５７
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木（サクラ）、彫刻による文様
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１５８
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木（イタヤカエデ）、彫刻による文様
屈斜路にて更科源蔵が収集
旭川市博物館蔵

１５９
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
置布と刺繍による文様
１９００年代前半に噴火湾（長万部）地域に
て小倉範三郎が収集
北海道開拓記念館蔵

１６０
アツトウシ attus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
日高にて収集
北海道大学植物園・博物館蔵

１６１
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
児玉作左衛門が収集
児玉マリ氏蔵 市立函館博物館寄託

１６２
シカリニーソシ sikariniisos
木皿
木、彫刻による文様
樺太にて児玉作左衛門が収集
児玉マリ氏蔵 市立函館博物館寄託

１６３
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、漆塗り
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵



１６４
イカユフ ikayuh
イカヨプ ikayop
儀式用矢筒
木、彫刻による文様
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

165
シポホ sipoh
宝物箱
木、彫刻による文様
樺太にて児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１６６
オトコホペ otokohpe
キセリオプ kiseriop
煙草入れ
木、彫刻による文様、象嵌
平取にて収集
苫小牧市博物館蔵

１６７
クツクルケシ kutkurkesi
帯留
木、彫刻による文様、彩色
東京国立博物館蔵

１６８
シカリニーソシ sikariniisos
木皿
木、彫刻による文様、裏に刻印あり
樺太アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１６９
シカリニーソシ sikariniisos
木皿
木、彫刻による文様
樺太の知志にて収集
国立民族学博物館蔵

１７０
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
刺繍による文様
北見にて収集
市立函館博物館蔵

１７１
チカラカラペ cikarkarpe
チニンニヌプ cininninup
木綿衣
置布と刺繍による文様
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後に北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

１７２
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、漆塗り
天理大学附属天理参考館蔵

１７３
アツトウシ attus
アハルシ ahrus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１７４
チカラカラペ cikarkarpe
チニンニヌプ cininninup
木綿衣
置布と刺繍による文様
静岡市立芹沢�介美術館蔵

１７５
チンチリ cinciri
チキリイミ cikiriimi

木綿衣
刺繍による文様
青森県立郷土館蔵

１７６
クツ kut
帯
布、刺繍による文様
千島アイヌが使用
１８９９（明治３２）年に色丹島にて鳥居龍蔵
が収集
国立民族学博物館蔵

１７７
クツ kut
帯
布、刺繍による文様
千島アイヌが使用
１８９９（明治３２）年に色丹島にて鳥居龍蔵
が収集
国立民族学博物館蔵

１７８
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
天理大学附属天理参考館蔵

第Ⅳ章 ひろがる
―咲きひらく花のように
１７９
チンチリ cinciri
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
刺繍による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

１８０
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
北海道アイヌ（白老）が使用
児玉作左衛門が収集
児玉マリ氏蔵 市立函館博物館寄託

１８１
イヨイミ iyoimi
木綿衣
置布と刺繍による文様
１８７２（明治５）年に石狩アイヌの志村弥
十郎が上京時に着用
１８７５（明治８）年７月に博覧会事務局引
継ぎ
東京国立博物館蔵

１８２
ルウンペ ruunpe
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
置布と刺繍による文様
土佐林義雄が収集
早稲田大学會津八一記念博物館蔵

１８３
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布と刺繍による文様
１９００年代前半に北海道噴火湾（長万部）
地域にて小倉範三郎が収集
北海道開拓記念館蔵

１８４
ルウンペ ruunpe
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
土佐林義雄が収集
早稲田大学會津八一記念博物館蔵

１８５
アツトウシ attus
アハルシ ahrus
樹皮衣

置布と刺繍による文様
北海道神宮におさめられる
北海道開拓記念館蔵

１８６
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
１９４２（昭和１７）年までにニール・ゴード
ン・マンローが収集
北海道開拓記念館蔵

１８７
チンチリ cinciri
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
置布と刺繍による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

１８８
ルウンペ ruunpe
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
置布と刺繍による文様
財団法人日本民藝館蔵

１８９
アハルシ ahrus
樹皮衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
樺太にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１９０
アツトウシ attus
アハルシ ahrus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
財団法人日本民藝館蔵

１９１
テタラペ tetarape
カーアハルシ kaaahrus
草皮衣
置布と刺繍による文様
樺太アイヌが使用
児玉作左衛門が収集
児玉マリ氏蔵 市立函館博物館寄託

１９２
テタラペ tetarape
カーアハルシ kaaahrus
草皮衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
１９２５（大正１４）年頃に樺太にて鎌田徳太
郎が収集
稽古館旧蔵
青森市教育委員会蔵

１９３
アツトウシ attus
アハルシ ahrus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
静岡市立芹沢�介美術館蔵

１９４
チンチリ cinciri
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
アプリケと刺繍による文様
１９２７（昭和２）年に徳川頼貞が寄贈
東京国立博物館蔵

１９５
ホシ hos
脚絆
綿布、樹皮布、置布と刺繍による文様
静岡市立芹沢�介美術館蔵

１９６
ホシ hos
脚絆
布、刺繍による文様
児玉作左衛門が収集
児玉マリ氏蔵 市立函館博物館寄託

１９７
ホシ hos
脚絆
綿布、刺繍による文様
利尻島モトドマリにて西谷キクが収集
旭川市博物館蔵

１９８
ホシ hos
脚絆
布、刺繍による文様
土佐林義雄が収集
早稲田大学會津八一記念博物館蔵

１９９
マタンプシ matanpusi
鉢巻
別珍、刺繍による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２００
マタンプシ matanpusi
鉢巻
布、刺繍による文様
１９００年代前半に北海道噴火湾（長万部）
地域にて小倉範三郎が収集
北海道開拓記念館蔵

２０１
カハコモ kahkomo
煙草入れ
布、刺繍による文様
１９０７（明治４０）年に樺太西海岸とぶじに
て坪井正五郎が収集
国立民族学博物館蔵

２０２
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
刺繍による文様（房部）
稽古館旧蔵
青森市教育委員会蔵

２０３
チタラペ citarpe
キナ kina
ニカプンペ nikapunpe
文様入りゴザ
編みによる文様
北海道アイヌが使用
旭川市博物館蔵

２０４
チタラペ citarpe
キナ kina
ニカプンペ nikapunpe
文様入りゴザ
編みによる文様
北海道アイヌが使用
１９４４（昭和１９）年に河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２０５
チタラペ citarpe
キナ kina
ニカプンペ nikapunpe
文様入りゴザ
編みによる文様
北海道アイヌが使用
旭川市博物館蔵

２０６
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２０７
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２０８
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２０９
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
稽古館旧蔵
青森市教育委員会蔵

２１０
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様、表面周囲に赤漆
塗り
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後に北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

２１１
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後に北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

２１２
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
１９１８（大正７）年に日高のイモンパウク
が制作か
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後に北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

２１３
イカヨプ ikayop
儀式用矢筒
木、彫刻による文様、彩色
北海道白老にて馬場脩が収集
市立函館博物館蔵
重要有形民俗文化財

２１４
カマカプ kamakap
上下糸分離器
木、彫刻による文様
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後に北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

第Ⅴ章 ひびきあう
―はなやぐ北の春のように
２１５
ルウンペ ruunpe
木綿衣

置布、アプリケ、刺繍による文様
八雲のアイヌの男性椎久年蔵が所有し
たもの
市立函館博物館蔵

２１６
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
八雲のアイヌの男性、椎久年蔵が所有
したもの
市立函館博物館蔵

２１７
ルウンペ ruunpe
チカラカラぺ cikarkarpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
天理大学附属天理参考館蔵

２１８
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布と刺繍による文様
虻田の首長明石和歌助（イカシワッカ）
が所有したもの
銅駄坊旧蔵
東京国立博物館蔵

２１９
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
虻田の首長明石和歌助（イカシワッカ）
が所有したもの
銅駄坊旧蔵
東京国立博物館蔵

２２０
カパラミプ kaparamip
チカラカラぺ cikarkarpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
天理大学附属天理参考館蔵

２２１
カパラミプ kaparamip
チカラカラぺ cikarkarpe
木綿衣
アプリケ、刺繍による文様
天理大学附属天理参考館蔵

２２２
カパラミプ kaparamip
チカラカラぺ cikarkarpe
木綿衣
アプリケと刺繍による文様
静岡市立芹沢�介美術館蔵

２２３
カパラミプ kaparamip
チカラカラぺ cikarkarpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
静岡市立芹沢�介美術館蔵

２２４
カパラミプ kaparamip
チカラカラぺ cikarkarpe
木綿衣
アプリケと刺繍による文様
稽古館旧蔵
青森市教育委員会蔵

２２５
カパラミプ kaparamip
チカラカラぺ cikarkarpe
木綿衣

置布、アプリケ、刺繍による文様
財団法人日本民藝館蔵

２２６
テタラペ tetarape
カーアハルシ kaaahrus
草皮衣
アプリケと刺繍による文様
児玉作左衛門が収集
児玉マリ氏蔵 市立函館博物館寄託

２２７
チキリイミ cikiriimi
木綿衣
刺繍による文様
対雁（ついしかり）に移住した樺太アイ
ヌが制作
１８７６（明治９）年に対雁にて上野源兵衛
が収集
上野千春氏蔵

２２８
チキリイミ cikiriimi
木綿衣
刺繍による文様
児玉作左衛門が収集
児玉マリ氏蔵 市立函館博物館寄託

２２９
ヘトムイエヘ hetomuyeh
輪状帽
ビロード、ビーズ刺繍による文様
樺太のくめこまいにて鳥居龍蔵が収集
国立民族学博物館蔵

２３０
ヘトムイエヘ hetomuyeh
輪状帽
紺木綿、ビーズ刺繍による文様
樺太のタライカにて馬場脩が収集
市立函館博物館蔵
重要有形民俗文化財

２３１
ヘトムイエヘ hetomuyeh
輪状帽
紺木綿、コハク玉による文様
樺太のタランドマリにて馬場脩が収集
市立函館博物館蔵
重要有形民俗文化財

２３２
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
刺繍による文様（房部）
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

２３３
エムサハ emusah
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
刺繍による文様（房部）
樺太アイヌが使用
樺太にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２３４
オトコホペ otokohpe
煙草入れ
木、彫刻と象嵌による文様
１９３３（昭和８）年に樺太の東タライカに
て樺太アイヌの人より伊東信雄に譲渡
される
静岡市立芹沢�介美術館蔵

２３５
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、黒漆地に蒔絵、
朱彩
天理大学附属天理参考館蔵

２３６
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、漆塗り
北海道大学植物園・博物館蔵

２３７
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、黒漆塗り、朱彩
北海道大学植物園・博物館蔵

２３８
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、黒漆塗り、朱漆
塗り
北海道大学植物園・博物館蔵

２３９
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、黒と朱の彩色
北海道大学植物園・博物館蔵

２４０
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、漆塗り
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２４１
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様、漆塗り
静内ロコマップにて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２４２
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様、漆塗り
新冠にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２４３
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様、漆塗り
児玉作左衛門が収集
市立函館博物館蔵

下記の作品は途中で展示替えを行います。
前期（２００６年１２月１３日―２００７年１月８日）のみ展示
No．２９、No．４７、No．４９、No．５９、No．６０、No．７１、No．１２４、No．１８１、No．２１８
後期（２００７年１月１０日―２８日）のみ展示
No．２８、No．４６、No．５７、No．５８、No．６１、No．７０、No．１３０、No．１９４、No．２１９
前期と後期で画面を入れ替え No．２４、No．３０、No．３１
No．４８は都合により展示されておりません。

アイヌの人びとは、北海道を中心に、東北地方北部及びサハリン
（樺太）南部、千島列島に居住してきた民族です。近隣地域と活発な
交流を行いながら、口承文芸である「ユカラ」や宗教儀礼である「イ
オマンテ」（熊送り）をはじめとする、独特の文化を育んできまし
た。なかでも、衣装をはじめとする工芸品にほどこされる文様は、
きわだった特色を示しており、アイヌの人びとの造形文化を代表す
るものといえます。
本展は、アイヌの人びとの工芸品を造形的な視点からとらえ、北
海道の美術史の中に位置づけようとするものです。２０世紀までのア
イヌの人びとの工芸品にほどこされた文様に焦点を当てて、その造
形美をごらんいただきます。
第一章「アイヌ文様－アイヌモシリに咲いた華」では、遺跡の発
掘資料から明治初期まで、制作年代を推定できる資料を通して、ア

イヌ文様の歴史的流れをたどるとともに、アイヌ文様をはぐくんだ
重要なバックグラウンドとして、周辺民族の文様をあわせてごらん
いただきます。また、特徴的なアイヌ文様を、出品作の中からピッ
クアップしてご紹介します。第二章から第四章においては、個々の
文様から目を転じて、空間全体における文様構成に注目します。「く
りかえす」、「からみあう」、「ひろがる」をキーワードに、アイヌ文
様における文様構成の原理をさぐります。最終章「ひびきあう－は
なやぐ北の春のように」では、異なる色彩や素材を出会わせること
によって、文様構成の原理から大きな跳躍を見せ、祝祭的とも呼ぶ
べき造形が生み出されている作品を紹介します。
生命感あふれる一本一本の線、そしていくつものかたちが伸びや
かに息づく文様空間、これらのうえにくりひろげられるアイヌ文様
の美の世界を、この機会にぜひご覧下さい。

第Ⅰ章 アイヌ文様
―アイヌモシリに咲いた華

歴歴史史ののななかかののアアイイヌヌ文文様様

１
しゃく し え

杓子柄
木（カエデ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

２
小刀柄
木（イチイ）、彫刻による文様
擦文文化期～１６６７年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

３
山刀柄部
木（カエデ属）、彫刻による文様
１５世紀半ば～１６６７年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

４
ヘペレアイ heperay
儀式用矢
木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

５
花矢
木（アジサイ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

６
花矢
木（アジサイ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

９
もくへい

木幣状製品
木（ヤナギ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

１０
まじない用刀
木（トネリコ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

１１
矢筒翼
木（モクレン属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年

北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

１２
捧酒箸
木（スギ）、彫刻による文様
１５世紀半ば～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

１３
アイヌ文様彫刻（透彫）
木（カエデ属）、彫刻による文様
擦文文化期～１６６７年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

１４
さっかい

早櫂（複製）
木（サクラ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

１５
くるまがいうけだい

車櫂受台部
木（ハンノキ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

１６
くるまがいうけだい

車櫂受台部
木（サクラ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

２４
村上島之允（秦檍丸）
間宮林蔵・村上貞助増補
蝦夷嶋図説
全八帖のうち一、三、四、六
紙本彩色・折帖
１８２３（文政６）年
函館市中央図書館蔵
函館市指定文化財

２８
宮原柳僊模写
平澤屏山 蝦夷風俗十二ヶ月屏風
紙本彩色・屏風（六曲一双）
１８７６（明治９）年以前
北海道開拓記念館蔵

２９
宮原柳僊模写
平澤屏山 アイヌ風俗十二ヶ月屏風
一月から六月
紙本淡彩・屏風（六曲一隻）
市立函館博物館蔵
函館市指定文化財

凡例
作品名称は、アイヌ語名称及び日本語名称を記したが、アイヌ語名称が不明なものについては、日本語名称のみとした。いずれも本展のために付したものであり、各所蔵館において
登録・使用されているものではない（ただし美 ８々遺跡からの出土品については、所蔵先の日本語名称を用いた）。
アイヌ語名称は�アイヌ民族博物館が選定した。アイヌ語表記は『アコロ イタク アイヌ語テキスト１』（社団法人北海道ウタリ協会 １９９４）を参照した。なお、資料によっては名
称の地域差が大きく、同形の資料を異なった名称で呼ぶことがある。このため、使用地・収集地などのデータが不明な資料に関しては、考えうる名称を併記する方法をとった。なお、
煩雑を避けるため、すべての名称を網羅しているわけではないことをお断りする。
このリストの番号は図録番号並びにキャプション番号と一致している。図録に掲載されていても当館で展示されない作品はここにあげていないため、通し番号とはなっておらず、欠
落している番号がある。

ア
イ
ヌ
文
様
の 美 線のいのち、息づくかたち

2006年

12月13日（水）～1月28日（日）
2007年

出 品 作 品 リ ス ト



１６４
イカユフ ikayuh
イカヨプ ikayop
儀式用矢筒
木、彫刻による文様
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

165
シポホ sipoh
宝物箱
木、彫刻による文様
樺太にて児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１６６
オトコホペ otokohpe
キセリオプ kiseriop
煙草入れ
木、彫刻による文様、象嵌
平取にて収集
苫小牧市博物館蔵

１６７
クツクルケシ kutkurkesi
帯留
木、彫刻による文様、彩色
東京国立博物館蔵

１６８
シカリニーソシ sikariniisos
木皿
木、彫刻による文様、裏に刻印あり
樺太アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１６９
シカリニーソシ sikariniisos
木皿
木、彫刻による文様
樺太の知志にて収集
国立民族学博物館蔵

１７０
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
刺繍による文様
北見にて収集
市立函館博物館蔵

１７１
チカラカラペ cikarkarpe
チニンニヌプ cininninup
木綿衣
置布と刺繍による文様
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後に北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

１７２
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、漆塗り
天理大学附属天理参考館蔵

１７３
アツトウシ attus
アハルシ ahrus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

１７４
チカラカラペ cikarkarpe
チニンニヌプ cininninup
木綿衣
置布と刺繍による文様
静岡市立芹沢�介美術館蔵

１７５
チンチリ cinciri
チキリイミ cikiriimi

木綿衣
刺繍による文様
青森県立郷土館蔵

１７６
クツ kut
帯
布、刺繍による文様
千島アイヌが使用
１８９９（明治３２）年に色丹島にて鳥居龍蔵
が収集
国立民族学博物館蔵

１７７
クツ kut
帯
布、刺繍による文様
千島アイヌが使用
１８９９（明治３２）年に色丹島にて鳥居龍蔵
が収集
国立民族学博物館蔵

１７８
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様
天理大学附属天理参考館蔵

第Ⅳ章 ひろがる
―咲きひらく花のように
１７９
チンチリ cinciri
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
刺繍による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

１８０
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
北海道アイヌ（白老）が使用
児玉作左衛門が収集
児玉マリ氏蔵 市立函館博物館寄託

１８１
イヨイミ iyoimi
木綿衣
置布と刺繍による文様
１８７２（明治５）年に石狩アイヌの志村弥
十郎が上京時に着用
１８７５（明治８）年７月に博覧会事務局引
継ぎ
東京国立博物館蔵

１８２
ルウンペ ruunpe
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
置布と刺繍による文様
土佐林義雄が収集
早稲田大学會津八一記念博物館蔵

１８３
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布と刺繍による文様
１９００年代前半に北海道噴火湾（長万部）
地域にて小倉範三郎が収集
北海道開拓記念館蔵

１８４
ルウンペ ruunpe
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
土佐林義雄が収集
早稲田大学會津八一記念博物館蔵

１８５
アツトウシ attus
アハルシ ahrus
樹皮衣

置布と刺繍による文様
北海道神宮におさめられる
北海道開拓記念館蔵

１８６
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
１９４２（昭和１７）年までにニール・ゴード
ン・マンローが収集
北海道開拓記念館蔵

１８７
チンチリ cinciri
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
置布と刺繍による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

１８８
ルウンペ ruunpe
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
置布と刺繍による文様
財団法人日本民藝館蔵

１８９
アハルシ ahrus
樹皮衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
樺太にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

１９０
アツトウシ attus
アハルシ ahrus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
財団法人日本民藝館蔵

１９１
テタラペ tetarape
カーアハルシ kaaahrus
草皮衣
置布と刺繍による文様
樺太アイヌが使用
児玉作左衛門が収集
児玉マリ氏蔵 市立函館博物館寄託

１９２
テタラペ tetarape
カーアハルシ kaaahrus
草皮衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
１９２５（大正１４）年頃に樺太にて鎌田徳太
郎が収集
稽古館旧蔵
青森市教育委員会蔵

１９３
アツトウシ attus
アハルシ ahrus
樹皮衣
置布と刺繍による文様
静岡市立芹沢�介美術館蔵

１９４
チンチリ cinciri
チカラカラペ cikarkarpe
木綿衣
アプリケと刺繍による文様
１９２７（昭和２）年に徳川頼貞が寄贈
東京国立博物館蔵

１９５
ホシ hos
脚絆
綿布、樹皮布、置布と刺繍による文様
静岡市立芹沢�介美術館蔵

１９６
ホシ hos
脚絆
布、刺繍による文様
児玉作左衛門が収集
児玉マリ氏蔵 市立函館博物館寄託

１９７
ホシ hos
脚絆
綿布、刺繍による文様
利尻島モトドマリにて西谷キクが収集
旭川市博物館蔵

１９８
ホシ hos
脚絆
布、刺繍による文様
土佐林義雄が収集
早稲田大学會津八一記念博物館蔵

１９９
マタンプシ matanpusi
鉢巻
別珍、刺繍による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２００
マタンプシ matanpusi
鉢巻
布、刺繍による文様
１９００年代前半に北海道噴火湾（長万部）
地域にて小倉範三郎が収集
北海道開拓記念館蔵

２０１
カハコモ kahkomo
煙草入れ
布、刺繍による文様
１９０７（明治４０）年に樺太西海岸とぶじに
て坪井正五郎が収集
国立民族学博物館蔵

２０２
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
刺繍による文様（房部）
稽古館旧蔵
青森市教育委員会蔵

２０３
チタラペ citarpe
キナ kina
ニカプンペ nikapunpe
文様入りゴザ
編みによる文様
北海道アイヌが使用
旭川市博物館蔵

２０４
チタラペ citarpe
キナ kina
ニカプンペ nikapunpe
文様入りゴザ
編みによる文様
北海道アイヌが使用
１９４４（昭和１９）年に河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２０５
チタラペ citarpe
キナ kina
ニカプンペ nikapunpe
文様入りゴザ
編みによる文様
北海道アイヌが使用
旭川市博物館蔵

２０６
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２０７
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２０８
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
北海道アイヌが使用
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２０９
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
稽古館旧蔵
青森市教育委員会蔵

２１０
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様、表面周囲に赤漆
塗り
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後に北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

２１１
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後に北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

２１２
イタ ita
ニマ nima
盆
木、彫刻による文様
１９１８（大正７）年に日高のイモンパウク
が制作か
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後に北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

２１３
イカヨプ ikayop
儀式用矢筒
木、彫刻による文様、彩色
北海道白老にて馬場脩が収集
市立函館博物館蔵
重要有形民俗文化財

２１４
カマカプ kamakap
上下糸分離器
木、彫刻による文様
１９１９（大正８）年開館の北海道物産陳列
場附属拓殖館（後に北海道拓殖館）旧蔵
北海道開拓記念館蔵

第Ⅴ章 ひびきあう
―はなやぐ北の春のように
２１５
ルウンペ ruunpe
木綿衣

置布、アプリケ、刺繍による文様
八雲のアイヌの男性椎久年蔵が所有し
たもの
市立函館博物館蔵

２１６
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
八雲のアイヌの男性、椎久年蔵が所有
したもの
市立函館博物館蔵

２１７
ルウンペ ruunpe
チカラカラぺ cikarkarpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
天理大学附属天理参考館蔵

２１８
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布と刺繍による文様
虻田の首長明石和歌助（イカシワッカ）
が所有したもの
銅駄坊旧蔵
東京国立博物館蔵

２１９
ルウンペ ruunpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
虻田の首長明石和歌助（イカシワッカ）
が所有したもの
銅駄坊旧蔵
東京国立博物館蔵

２２０
カパラミプ kaparamip
チカラカラぺ cikarkarpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
天理大学附属天理参考館蔵

２２１
カパラミプ kaparamip
チカラカラぺ cikarkarpe
木綿衣
アプリケ、刺繍による文様
天理大学附属天理参考館蔵

２２２
カパラミプ kaparamip
チカラカラぺ cikarkarpe
木綿衣
アプリケと刺繍による文様
静岡市立芹沢�介美術館蔵

２２３
カパラミプ kaparamip
チカラカラぺ cikarkarpe
木綿衣
置布、アプリケ、刺繍による文様
静岡市立芹沢�介美術館蔵

２２４
カパラミプ kaparamip
チカラカラぺ cikarkarpe
木綿衣
アプリケと刺繍による文様
稽古館旧蔵
青森市教育委員会蔵

２２５
カパラミプ kaparamip
チカラカラぺ cikarkarpe
木綿衣

置布、アプリケ、刺繍による文様
財団法人日本民藝館蔵

２２６
テタラペ tetarape
カーアハルシ kaaahrus
草皮衣
アプリケと刺繍による文様
児玉作左衛門が収集
児玉マリ氏蔵 市立函館博物館寄託

２２７
チキリイミ cikiriimi
木綿衣
刺繍による文様
対雁（ついしかり）に移住した樺太アイ
ヌが制作
１８７６（明治９）年に対雁にて上野源兵衛
が収集
上野千春氏蔵

２２８
チキリイミ cikiriimi
木綿衣
刺繍による文様
児玉作左衛門が収集
児玉マリ氏蔵 市立函館博物館寄託

２２９
ヘトムイエヘ hetomuyeh
輪状帽
ビロード、ビーズ刺繍による文様
樺太のくめこまいにて鳥居龍蔵が収集
国立民族学博物館蔵

２３０
ヘトムイエヘ hetomuyeh
輪状帽
紺木綿、ビーズ刺繍による文様
樺太のタライカにて馬場脩が収集
市立函館博物館蔵
重要有形民俗文化財

２３１
ヘトムイエヘ hetomuyeh
輪状帽
紺木綿、コハク玉による文様
樺太のタランドマリにて馬場脩が収集
市立函館博物館蔵
重要有形民俗文化財

２３２
エムサハ emusah
エムシアツ emusat
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
刺繍による文様（房部）
児玉作左衛門が収集
財団法人アイヌ民族博物館蔵

２３３
エムサハ emusah
刀掛け帯
編みによる文様（帯部）
刺繍による文様（房部）
樺太アイヌが使用
樺太にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２３４
オトコホペ otokohpe
煙草入れ
木、彫刻と象嵌による文様
１９３３（昭和８）年に樺太の東タライカに
て樺太アイヌの人より伊東信雄に譲渡
される
静岡市立芹沢�介美術館蔵

２３５
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、黒漆地に蒔絵、
朱彩
天理大学附属天理参考館蔵

２３６
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、漆塗り
北海道大学植物園・博物館蔵

２３７
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、黒漆塗り、朱彩
北海道大学植物園・博物館蔵

２３８
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、黒漆塗り、朱漆
塗り
北海道大学植物園・博物館蔵

２３９
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、黒と朱の彩色
北海道大学植物園・博物館蔵

２４０
イクパスイ ikupasuy
イクニシ ikunis
イクニツ ikunit
捧酒箆
木、彫刻による文様、漆塗り
河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２４１
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様、漆塗り
静内ロコマップにて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２４２
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様、漆塗り
新冠にて河野廣道が収集
旭川市博物館蔵

２４３
イクパスイ ikupasuy
捧酒箆
木、彫刻による文様、漆塗り
児玉作左衛門が収集
市立函館博物館蔵

下記の作品は途中で展示替えを行います。
前期（２００６年１２月１３日―２００７年１月８日）のみ展示
No．２９、No．４７、No．４９、No．５９、No．６０、No．７１、No．１２４、No．１８１、No．２１８
後期（２００７年１月１０日―２８日）のみ展示
No．２８、No．４６、No．５７、No．５８、No．６１、No．７０、No．１３０、No．１９４、No．２１９
前期と後期で画面を入れ替え No．２４、No．３０、No．３１
No．４８は都合により展示されておりません。

アイヌの人びとは、北海道を中心に、東北地方北部及びサハリン
（樺太）南部、千島列島に居住してきた民族です。近隣地域と活発な
交流を行いながら、口承文芸である「ユカラ」や宗教儀礼である「イ
オマンテ」（熊送り）をはじめとする、独特の文化を育んできまし
た。なかでも、衣装をはじめとする工芸品にほどこされる文様は、
きわだった特色を示しており、アイヌの人びとの造形文化を代表す
るものといえます。
本展は、アイヌの人びとの工芸品を造形的な視点からとらえ、北
海道の美術史の中に位置づけようとするものです。２０世紀までのア
イヌの人びとの工芸品にほどこされた文様に焦点を当てて、その造
形美をごらんいただきます。
第一章「アイヌ文様－アイヌモシリに咲いた華」では、遺跡の発
掘資料から明治初期まで、制作年代を推定できる資料を通して、ア

イヌ文様の歴史的流れをたどるとともに、アイヌ文様をはぐくんだ
重要なバックグラウンドとして、周辺民族の文様をあわせてごらん
いただきます。また、特徴的なアイヌ文様を、出品作の中からピッ
クアップしてご紹介します。第二章から第四章においては、個々の
文様から目を転じて、空間全体における文様構成に注目します。「く
りかえす」、「からみあう」、「ひろがる」をキーワードに、アイヌ文
様における文様構成の原理をさぐります。最終章「ひびきあう－は
なやぐ北の春のように」では、異なる色彩や素材を出会わせること
によって、文様構成の原理から大きな跳躍を見せ、祝祭的とも呼ぶ
べき造形が生み出されている作品を紹介します。
生命感あふれる一本一本の線、そしていくつものかたちが伸びや
かに息づく文様空間、これらのうえにくりひろげられるアイヌ文様
の美の世界を、この機会にぜひご覧下さい。

第Ⅰ章 アイヌ文様
―アイヌモシリに咲いた華

歴歴史史ののななかかののアアイイヌヌ文文様様

１
しゃく し え

杓子柄
木（カエデ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

２
小刀柄
木（イチイ）、彫刻による文様
擦文文化期～１６６７年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

３
山刀柄部
木（カエデ属）、彫刻による文様
１５世紀半ば～１６６７年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

４
ヘペレアイ heperay
儀式用矢
木、彫刻による文様
北海道大学植物園・博物館蔵

５
花矢
木（アジサイ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

６
花矢
木（アジサイ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

９
もくへい

木幣状製品
木（ヤナギ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

１０
まじない用刀
木（トネリコ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

１１
矢筒翼
木（モクレン属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年

北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

１２
捧酒箸
木（スギ）、彫刻による文様
１５世紀半ば～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

１３
アイヌ文様彫刻（透彫）
木（カエデ属）、彫刻による文様
擦文文化期～１６６７年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

１４
さっかい

早櫂（複製）
木（サクラ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

１５
くるまがいうけだい

車櫂受台部
木（ハンノキ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

１６
くるまがいうけだい

車櫂受台部
木（サクラ属）、彫刻による文様
１６６７～１７３９年
北海道立埋蔵文化財センター蔵
重要文化財

２４
村上島之允（秦檍丸）
間宮林蔵・村上貞助増補
蝦夷嶋図説
全八帖のうち一、三、四、六
紙本彩色・折帖
１８２３（文政６）年
函館市中央図書館蔵
函館市指定文化財

２８
宮原柳僊模写
平澤屏山 蝦夷風俗十二ヶ月屏風
紙本彩色・屏風（六曲一双）
１８７６（明治９）年以前
北海道開拓記念館蔵

２９
宮原柳僊模写
平澤屏山 アイヌ風俗十二ヶ月屏風
一月から六月
紙本淡彩・屏風（六曲一隻）
市立函館博物館蔵
函館市指定文化財

凡例
作品名称は、アイヌ語名称及び日本語名称を記したが、アイヌ語名称が不明なものについては、日本語名称のみとした。いずれも本展のために付したものであり、各所蔵館において
登録・使用されているものではない（ただし美 ８々遺跡からの出土品については、所蔵先の日本語名称を用いた）。
アイヌ語名称は�アイヌ民族博物館が選定した。アイヌ語表記は『アコロ イタク アイヌ語テキスト１』（社団法人北海道ウタリ協会 １９９４）を参照した。なお、資料によっては名
称の地域差が大きく、同形の資料を異なった名称で呼ぶことがある。このため、使用地・収集地などのデータが不明な資料に関しては、考えうる名称を併記する方法をとった。なお、
煩雑を避けるため、すべての名称を網羅しているわけではないことをお断りする。
このリストの番号は図録番号並びにキャプション番号と一致している。図録に掲載されていても当館で展示されない作品はここにあげていないため、通し番号とはなっておらず、欠
落している番号がある。

ア
イ
ヌ
文
様
の 美 線のいのち、息づくかたち

2006年

12月13日（水）～1月28日（日）
2007年

出 品 作 品 リ ス ト




